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概    要 本研究は手へのタクティールケアを行い，自律神経機能と気分への影響を明らか 
にし，リラクセーション効果を検証することで，看護への臨床的応用の基礎的資料となることを目的と
している。対象者は，研究に参加することに同意の得られた 20 歳前後の女子大学生 15 名であった。実


















































































ル」では[実験①]開始後 8分から 10 分の平均を基
準値①，「介入」では基準値①と［安静②］開始後
8分から 10 分の平均を基準値②とし，Wilcoxon の
符号付順位和検定を行った。 






 対象者の LF/HF の経時的変化をみると，「コント




では，介入中 5分，10 分，20 分で有意（p<0.05）
な低下がみられた。 




























































図 全対象者の s-IgA の平均値の変化
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